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塚本 吉彦 (兵庫医科大学 ･生物)
1)カニクイザルの網膜中心譲の連続超薄切
片の解析から､錐体視細胞小足における双極細胞
とのシナプス結合を調べた｡0N型双極細胞は陥
入型シナプスをもつと見なされていたが､基底型
シナプスも存在することを明らかにした (Vision
Res.1996)｡中心宿では空間が狭いので充分な数
のリボンシナプスがないためと考えられる｡
2)サル網膜の色覚経路に水平細胞がどのよう
に関与するか､を調べるために､HI型とHⅡ型
の水平細胞を立体構築した｡ HI型は7､8個
の赤および緑の錐体視細胞との間に約40個の
シナプスをもつ｡HⅡ型は赤と緑だけでなく青錐
体からも入力を受けることが特徴であり､受容野
が比較的広い｡
3)ニホンザルの網膜の側頭側3.5mmに分布す
る錐体と拝体の両型視細胞の軸索とシナプス終
末部を形態的に比較した｡錐体は直径 1.7Jlmの
軸索､32個のシナプスリボンをもつのに対し､
拝捗はそれぞれ0.51Lm,1個であった｡軸索の
太さとシナプス数は相関する｡これはシナプス小
胞の膜の軸索輸送に関連したシステム設計の実
例だと推察される｡
4)良好に固定されたニホンザルの網膜中心宿
の試料が得られたので､予備的な電顕観察を行な
ったO中心寓の底部にとりわけ中央に近い錐体小
足が観察された｡この錐体の2次ニューロン-の
拡散の検索を続行する｡
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